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町県民税（3期）の納期は、10月16日～31日で丸お忘れなく

遠
賀
平
野
・
蕾
灘
を
一
望

秋
の
馬
頭
岳
へ
ど
う
ぞ



（2）

遠
賀
俳
友
句
会

十
七
文
字
で
天
地
を
斬
る
。
自
然
を

愛
す
る
男
女
老
壮
若
、
お
い
で
く
だ
さ

い。●
例
会
目
　
毎
月
第
1
・
3
金
曜
日

●
時
　
間
　
1
3
時
～
1
5
時

●
場
　
所
　
中
央
公
民
館

●
会
　
葉
　
月
　
5
0
0
円

●
申
込
先
　
浅
木
　
玉
野
　
信
彦

衝

（

2

9

3

）

1

1

0

7

遠
賀
フ
ァ
ミ
リ
ー

ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ

ハ
イ
キ
ン
グ
や
キ
ャ
ン
プ
を
通
し
て

家
族
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め

て
い
ま
す
。
二
か
月
に
一
回
ほ
ど
、
九

州
や
山
口
県
の
山
に
出
か
け
ま
す
。

●
会
　
費
　
年
　
2
、
0
0
0
円

（
家
族
単
位
）

●
申
込
先
　
尾
崎
　
松
井
　
登

＄

（

2

9

3

）

0

3

5

3

億

度

ア

イ

体

操

ス
ト
レ
ッ
チ
・
ダ
ン
ス
・
エ
ア
ロ
ビ

ク
ス
・
ヨ
ガ
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
ス

ポ
ー
ツ
の
要
素
を
取
り
入
れ
た
新
し
い

体
操
で
す
。
身
体
と
心
の
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
に
あ
な
た
も
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

現
在
、
二
十
代
か
ら
五
十
代
の
方
ま

で
、
元
気
に
楽
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

●
練
習
日
・
時
間
・
場
所

毎
週
火
曜
日
　
1
0
時
～
Ⅱ
時
0
0
分

別
府
公
民
館

毎
週
火
曜
日
　
1
9
時
0
0
分
～
2
1
時

広
漠
公
民
館

毎
週
金
曜
日
　
1
0
時
～
日
時
0
0
分

東
和
苑
公
民
館

●
会
　
費
　
入
会
金
　
1
、
5
0
0
円

月
会
費
　
1
、
5
0
0
円

●
申
込
先
　
東
和
苑
　
岩
逸
　
七
美
恵

舘

（

2

9

3

）

3

6

1

3

遠
賀
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

ス
キ
ー
は
老
若
男
女
だ
れ
も
が
参
加

で
き
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
あ
な
た

か
け
ば
、
ス
ト
レ
ス
な
ん
か
吹
き
飛
び

ま
す
。
あ
な
た
も
テ
ニ
ス
に
挑
戦
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

●
対
　
象
　
高
校
生
以
上

●
練
習
日
と
時
間

土
曜
日
　
　
　
1
3
時
～
1
7
時

日
曜
・
祝
日
　
1
0
時
～
1
4
時

火
・
金
曜
日
　
1
9
時
～
2
1
時

（
4
月
～
1
0
月
ナ
イ
タ
ー
時
）

●
場
　
所
　
総
合
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ

●
会
　
費
　
入
会
金

高
校
生
　
2
5
0
円

だ
さ
い
。

●
対
　
象

●
練
習
日

●
時
　
間

●
揚
　
所

●
会
　
費

年
齢
性
別
を
問
い
ま
せ
ん

毎
週
金
曜
日

1
0
時
～
1
2
時

第
一
武
道
場

（
中
央
公
民
館
横
）

入
会
金
　
2
、
0
0
0
円

月
会
費

大
人
　
2
、
5
0
0
円

学
生
・
子
ど
も

2
、
0
0
0
円

広
媛
　
矢
野
　
嘉
子

衝

（

2

9

3

）

1

3

1

0

月
会
費
　
1
、
0
0
0
円

●
申
込
先
　
直
接
会
場
へ

●
問
い
合
わ
せ
は

遠
賀
川
　
松
井
　
力

舘

（

2

9

3

）

0

0

2

6

遠
賀
町
剣
道
連
盟

も
正
し
い
ス
キ
ー
の
知
識
・
技
術
を
身

に
つ
け
て
、
大
自
然
の
パ
ノ
ラ
マ
の
中

で
親
睦
と
友
情
の
鈴
を
広
げ
て
み
ま
せ

んか。
●
対
　
象
　
年
齢
陸
別
を
問
い
ま
せ
ん

未
経
験
者
大
歓
迎

●
会
　
費
　
年
2
、
0
0
0
円

●
申
込
先
　
木
守
　
村
田
　
智
美

舘

（

2

9

3

）

0

4

2

1

遠
賀
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
で
す
。
ボ
レ
ー
に
ス

マ
ッ
シ
ュ
、
ボ
ー
ル
を
追
っ
て
い
い
汗

●
申
込
先

一
般
　
　
5
0
0
円

月
会
費

高
校
生
　
2
5
0
円

一
般
　
　
5
0
0
円

新
町
　
水
棲
　
政
利

秘
（
2
9
3
）
0
8
5
4

な
き
な
た
同
好
会

八
月
に
大
阪
で
開
か
れ
た
「
母
子
交

歓
な
き
な
た
大
会
」
で
三
位
に
入
賞
し

ま
し
た
。
初
心
者
大
歓
迎
で
す
。
お
気

軽
に
ど
う
ぞ
。
今
秋
か
ら
は
夜
の
部
も

予
定
し
て
い
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
く

遠
賀
町
青
少
年

柔
道
ク
ラ
ブ

柔
道
を
通
し
て
青
少
年
の
健
全
な
育

成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
熱
意
を
も
っ

て
親
切
丁
寧
に
指
導
し
ま
す
。

●
対
　
象
　
小
学
校
一
年
生
以
上

女
子
も
大
歓
迎
で
す
。

●
練
習
日
　
毎
週
土
・
日
曜
日

●
時
　
間
　
1
8
時
0
0
分
～
幼
時

●
堰
　
新
　
築
一
武
道
場

（
中
央
公
民
館
横
）

●
会
　
費
　
入
会
金
　
1
、
0
0
0
円

◎
遠
賀
教
室

●
練
習
日
・
時
間
・
場
所

毎
週
月
・
金
曜
日
　
1
8
時
～
1
9
時
0
0

分
　
第
一
武
道
場
（
中
央
公
民
館

横）
毎
週
水
・
土
曜
日
　
1
8
時
～
1
9
時
0
0

分
　
遠
賀
南
中
学
校
武
道
場

毎
週
水
・
土
曜
日
　
1
8
時
～
1
9
時
0
0

分
　
自
問
小
学
校
体
育
館

●
申
込
先
　
1
0
月
1
7
日
（
月
）
1
8
時
0
0

分
か
ら
　
第
一
武
道
場
で

●
問
い
合
わ
せ
は

新
町
　
富
永
　
初
次
郎

西

（

2

9

3

）

0

5

9

6

◎
広
渡
教
室

●
練
習
日
・
時
間
・
場
所

毎
週
火
・
金
曜
日
　
1
8
時
～
1
9
時
紬

分
　
広
漠
小
学
校
体
育
館

●
申
込
先
　
1
0
月
1
8
日
（
火
）
1
8
時
0
0

分
か
ら
広
漠
小
学
校
体
育
館
で

●
問
い
合
わ
せ
は

中
央
　
庄
賀
　
恒
接

穂

（

2

9

3

）

3

2

7

5



広報おんが

行政相談週間

第13回遠賀町文化祭

文化講演会
と　き11月11日（金）

●開演19時

●終了予定20時30分

ところ　遠賀町中央公民館

講　師　藤原てい（作家）

演　題　「生きる」
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お
ん
が
少
年

サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

ク
ラ
ブ
の
モ
ッ
ト
ー
は
、
ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
む
こ
と
、
そ
し
て
好
き
に
な
る

こ
と
。
本
格
的
な
練
習
は
中
学
や
高
校

に
入
っ
て
か
ら
。
と
は
言
っ
て
も
遊
ん

で
ば
か
り
で
は
だ
め
で
す
。
走
る
と
き

は
一
生
懸
命
に
走
り
ま
す
。
息
も
さ
れ

ま
す
。
で
も
楽
し
い
こ
と
だ
っ
て
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
サ
ッ
カ
ー
の
好
き
な

子
み
ん
な
集
ま
れ
。

●
対
　
象
　
小
学
3
年
～
6
年
の
男
女

●
練
習
日
　
毎
週
水
・
木
・
土
・
日
曜

日
の
4
回
（
内
l
～
2
回

の
参
加
も
可
）

●
時
　
間
　
平
日
　
1
7
時
～
1
9
時

土
曜
　
1
4
時
～
1
7
時

日
曜
　
練
習
試
合
な
ど
の

た
め
随
時
連
絡

●
場
　
所
　
総
合
運
動
公
園
ゲ
ラ
ウ
ン

●
会
　
費
　
月
　
1
、
5
0
0
円

●
申
込
先
　
役
場
内
　
嶋
崎
慎
吾

㊨

（

2

9

3

）

1

2

3

4

ま
た
は
甫
接
会
場
へ

身
近
な
相
談
役

わ
た
し
た
ち
の
行
政
相
談
委
員

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
道
路
や
河

川
の
整
備
、
環
境
衛
生
な
ど
役
所
や
公

団
な
ど
の
仕
事
に
苦
情
や
賽
望
・
意
見

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
「
苦
情
は
あ
る
が

直
接
役
所
に
行
っ
て
は
言
い
に
く
い
」

「
ど
こ
へ
申
し
出
た
ら
い
い
の
か
わ
か

ら
な
い
」
と
い
う
方
は
、
行
政
相
談
委

員
に
申
し
出
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

行
政
相
談
委
員
は
法
律
に
基
づ
き
、

総
務
庁
長
官
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
民
間
の

有
識
者
で
す
。
全
国
の
市
町
村
に
必
ず

一
人
は
お
り
、
役
所
や
公
団
が
行
っ
て

い
る
仕
事
に
対
す
る
苦
情
や
要
望
・
意

見
を
住
民
か
ら
受
け
、
問
題
解
決
の
促

進
を
図
る
国
民
と
行
政
と
の
パ
イ
プ
役

です。総
務
庁
へ
持
ち
込
ま
れ
た
行
政
相
談

の
件
数
は
、
毎
年
二
十
万
件
以
上
に
も

の
ぼ
り
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
の
約
八
割

を
行
政
相
談
委
員
が
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
、
匿
名
で
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
相
談
方
法
は
口
頭
、

程
話
、
手
紙
の
い
ず
れ
で
も
か
ま
い
ま

せん。行
政
相
談
委
員
は
み
な
さ
ん
の
相
談

役
で
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

●
遠
賀
町
の
行
政
相
談
委
員

，
」
，
－

木
守
　
木
村
　
栄

澄

（

2

9

3

）

0

1

8

2

行
政
相
談
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ

せは、
九
州
管
区
行
政
監
察
局
行
政
相
駁
課
へ

衝

0

9

2

（

4

3

1

）

7

0

8

1

行
政
相
談
を
行
い
ま
す

●
日
　
時
　
1
0
月
2
1
日
（
金
）

1
0
時
～
1
2
時

1
3
時
～
1
6
時

（
午
後
の
部
は
心
配
こ

と
相
談
と
合
同
に
な
り

ます）

●
場
　
所
　
遠
賀
町
公
民
館
別
館

（
遠
賀
川
派
出
所
横
）

こ
の
機
会
に
、
日
ご
ろ
か
ら
思
っ
て

い
る
要
望
や
苦
情
、
な
や
み
な
ど
を
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。
も
ち
ろ
ん
相
談
は

無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
お
気

軽
に
こ
利
用
く
だ
さ
い
。



配電④⑤能的

二百十日の「風避け罷り」

＼ゞ＼涯 ��� 

輔弼 ●∴†∴半 ��∴∴ �∴∵「∴ 邑 ��� � �耀 「： 

1－ �＼m � �（ �頭野田蝿＼／渇螺盟 主∴∴；∴：∴ 

）i‾重量 �� �1分＼“ ��轟 ‾曝露 ����＼． 
：∴ っニ：安＼ ��� ��鐘導き“　詰・ 

」　／＿　　（，＿，＿ ���∵‾　‾∴三番 
▲別府今泉神社の風避け締り

（4）

一戦ユ忌避讃 蘭蘇蕊澄渡霧国書事∵慨鵠韻語覇蒸器＼～＼ 

騒 泣／菅／） ���漆 

I7・ソ曾ミッキーだ。

百
歳
お
も
で
と
ー
多
き
い
ま
す
。

敬
老
の
日
を
前
に
し
た
九
月
十
四
日
、

町
内
の
最
高
齢
者
、
今
古
賀
に
お
住
ま

い
の
柴
田
フ
テ
さ
ん
（
明
治
二
十
一
年

十
一
月
十
八
日
生
）
に
、
内
閣
総
理
大

臣
や
福
岡
県
知
事
、
遠
賀
町
長
か
ら
表

彰
状
や
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
の
十
一
月
で
満
百
歳
に
な
ら
れ

る
柴
田
さ
ん
は
、
高
山
町
長
や
福
祉
事

務
所
の
職
員
の
訪
問
に
目
を
細
め
、
趣

味
で
毎
日
作
っ
て
い
る
と
い
う
折
紙
細

工
を
お
み
や
げ
に
と
差
し
出
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

柴
田
さ
ん
を
は
じ
め
長
寿
の
み
な
さ

ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

八
月
三
十
一
日
は
二
百
十
日

町
内
の
各
神
社
で
も
風
避
け
籠

り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

古
く
か
ら
伝
わ
る
こ
の
行
事

は
、
豊
作
を
願
っ
て
毎
年
台
風

の
最
も
多
い
こ
の
時
期
に
行
わ

れ
る
も
の
で
、
神
社
に
は
氏
子

の
み
な
さ
ん
が
集
ま
り
、
厳
粛

に
神
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
ご
利
益
で
し
ょ
う
か
、

今
年
は
今
ま
で
の
と
こ
ろ
九
州

を
攫
う
よ
う
な
台
風
は
な
い
よ

う
で
す
。

虫
生
津
大
坪
に
あ
る
仲
山
敬
治
さ
ん

の
田
ん
ぼ
の
真
ん
中
に
、
大
き
な
、
、
、
ッ

キ
ー
マ
ウ
ス
が
現
わ
れ
て
話
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
ミ
ッ
キ
ー
君
、
実
は
田
ん
ぼ
の

稲
を
守
る
「
か
か
し
」
な
の
で
す
。
製

作
者
は
仲
山
徳
康
さ
ん
。
七
月
に
行
わ

れ
た
虫
生
津
祇
園
祭
り
の
山
笠
用
に

と
、
余
暇
を
利
用
し
て
一
人
で
二
か
月

も
か
か
っ
て
作
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

祭
り
が
終
っ
て
新
し
い
仕
事
に
つ
い

た
ミ
ッ
キ
ー
君
、
ス
ズ
メ
も
驚
い
て
近

よ
ら
ず
、
勤
務
評
定
は
「
優
」
と
の
こ

と
で
す
。



スポーツの結果

大きく広がれふれあいの静

めたiまつし
⊃：シザート

陳害をもつ子ともたちが作った詩に、

若者たちがメロディーを付けました。
さあ、みんなで歌いましょう。

と　き10月16日（日）午後1時30分－

ところ　遼敬コミュニティセンター

ー主催・遠賀町（福祉課）－

（5）

遠賀町消防団惜敗．／ 
り町まな訓ま念希高イ部町法潤 が民だ∴さ∴練五せな聖のムに滑降大防九 との団んに月んがを記で三防り会学月 うみ貝お∴が中でら抱鋳出番田し」校四 と∴なの疲ん旬し僅かを場目はきがで日 ざ∴さ織ればかた差せ出十で自る行「 いん場きつらoでまし七出動雨わ福福 ま、のま∴た六人し、チ場事のれ岡聞 しごみで団十賞た初1、ポ中ま県町 だ協なし貫目はが優ム所ン、し潤に oカさ∴たのも∴∴∴な、勝中要プ遠た防あ あん。みのり残の最タの賀○操る 
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違反建築防止週間
10月11日～17日

全国一斉公開建築パトロールを実施します。

期日10月14日　対象地域県下全域

福岡県では、建築物の安全や居住環境を守る

ため建築工事現場の立入り調査を行います。

－建築のルールを守って住みよい街に－

福岡県北九州土木事務所
建　築　課

℡（691）2761

（6）

在
宅
重
度
身
体
障
害
者

訪
問
診
査
（
相
敏
）

巡
回
相
談
に
参
加
す
る
こ
と
が
難
し

い
在
宅
の
重
度
身
体
障
害
者
の
方
を
、

医
師
が
訪
問
し
て
診
査
し
ま
す
。

●
診
査
内
容
　
身
体
障
害
者
手
帳
の
診

断
、
補
装
具
な
ど
の
診
断

そ
の
他
助
言
な
ど

●
期
　
日
　
Ⅱ
月
初
旬

●
診
査
医
師
　
渡
辺
外
科
医
院

渡
辺
正
医
師

ご
希
望
の
方
は
、
十
月
二
十
五
日
ま

で
に
、
役
場
福
祉
係
ま
で
お
申
し
込
み

く

だ

さ

い

。

㊨

（

2

9

3

）

1

2

3

4

援
護
業
務
移
動
相
談

●
相
談
内
容

・
旧
軍
人
な
ど
の
恩
給
に
つ
い
て

・
戦
傷
病
者
に
対
す
る
援
護
に
つ
い
て

・
戦
没
者
な
ど
の
遺
族
に
対
す
る
援
護

に
つ
い
て

・
旧
軍
人
な
ど
の
叙
位
叙
勲
に
つ
い
て

・
中
国
な
ど
か
ら
の
引
き
揚
げ
者
お
よ

び
未
引
き
揚
げ
者
の
援
護
に
つ
い
て

・
そ
の
他
援
護
業
務
全
般

●
目
　
時
　
Ⅱ
月
1
0
日
（
木
）

m
時
～
1
5
時
5
0
分

●
場
　
所
　
八
幡
西
区
役
所

●
詳
細
に
つ
い
て
は

役
場
福
祉
係
ま
で

㊨

（

2

9

3

）

1

2

3

4

校

区

別

ス

ポ

ー

ツ

教

室

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
あ
な
た
も
ス
ポ
ー

ツ
教
室
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
誰

に
で
も
気
軽
に
で
き
る
軽
ス
ポ
ー
ツ
、

今
回
は
浅
木
小
校
区
で
開
催
し
ま
す
。

●
対
　
象
　
浅
木
小
校
区
に
お
住
ま
い

の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
。

●
種
目
と
目
時
・
場
所

・
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
イ
ン
デ
ィ
ア

カ

m
月
鉛
白
（
土
）
・
蝕
日
（
土
）

1
9
時
5
0
分
～
2
1
時
5
0
分

浅
木
小
学
校
体
育
館

・
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

m
月
2
3
日
（
日
）
・
0
0
日
（
日
）

9
時
～
1
2
時

浅
木
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

●
指
　
導
　
遠
賀
町
体
育
指
導
委
員

●
参
加
料
∴
無
料

●
申
込
締
切
　
1
0
月
如
日
（
木
）

●
申
し
込
み
お
よ
び
詳
細
に
つ
い
て
は

遠
賀
町
教
育
委
員
会
体
育
振
興
係
へ

㊨

（

2

9

3

）

6

5

2

5

※
参
加
者
は
運
動
の
で
き
る
服
装
（
ミ

ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
に

つ
い
て
は
上
は
さ
の
シ
ュ
ー
．
ス
）
を
ご

用
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
広
漠
小
校
区
・
島
田
小
校
区

の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
に
つ
い
て
は
次
号
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

歴

　

史

　

散

　

歩

●
日
　
時
　
1
0
月
1
8
日
（
火
）

9
時
1
0
分
遠
賀
川
駅
集
合

●
目
的
地
　
教
育
大
前
駅
↓
節
婦
阿
政

碑
↓
赤
間
宿
跡
↓

早
川
男
碑
↓
正

助
廟
－
書
留

旗
－
八
所
宮

－
十
一
両
観

音
な
ど
　
徒

歩
6
鳥
ほ
ど

●
そ
の
他交

通
費
、
昼

食
は
各
自
負
担
、
参
加
の
申
し
込

み
は
不
要
で
す
。
当
日
集
合
場
所

へ
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。
お
気
軽

に
ど
う
ぞ
。

●
詳
細
に
つ
い
て
は

遠
賀
町
郷
土
文
化
研
究
会

水
口
へ
＄
（
2
9
3
）
1
5
3
9

も
う
加
入
さ
れ
ま
し
た
か

建
設
業
退
職
金
共
済
制
度

建
設
業
を
営
む
方
、
建
設
現
場
で

働
く
皆
さ
ん
、
「
建
設
業
退
職
金
共

済
制
度
」
を
ご
存
じ
で
す
か
。

こ
の
制
度
は
、
一
般
の
退
職
金
の

よ
う
に
労
働
者
が
事
業
所
を
や
め
た

時
に
支
払
わ
れ
る
退
職
金
で
な
く
、

建
設
業
と
い
う
一
つ
の
業
種
の
中
で

働
く
限
り
、
事
業
所
に
雇
用
さ
れ
た

期
間
全
部
を
通
算
し
て
退
職
金
を
支

払
う
、
建
設
業
界
が
一
体
に
な
っ
た

退
職
金
制
度
で
す
。

国
の
制
度
で
す
か
ら
、
安
全
、
確

実
で
、
し
か
も
た
い
へ
ん
有
利
な
利

回
り
で
支
払
わ
れ
ま
す
。

現
在
、
全
国
で
十
二
万
の
事
業

主
、
百
六
十
八
万
人
の
労
働
者
の
み

な
さ
ん
が
こ
の
制
度
に
加
入
し
て
い

ます。詳
細
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

は、建
設
業
・
清
酒
製
造
業
・
林
業
退
職

金
共
済
組
合
　
建
設
業
退
職
金
共
済

事
業
福
岡
支
部
へ

＄

0

9

2

（

7

6

1

）

0

3

3

5



砺報バンク

（7）

硬

式

テ

ニ

ス

大

会

第
六
回
遠
賀
町
硬
式
テ
ニ
ス
大
会
を

開
催
し
ま
す
。
あ
な
た
も
日
ご
ろ
の
練

習
の
成
果
を
試
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
　
時
　
1
0
月
2
3
日
（
日
）

（
雨
天
順
延
5
0
日
）

開
会
式
　
9
時
～

競
技
　
　
9
時
5
0
分
～

●
場
　
所
　
総
合
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ

●
種
　
目
二
股
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

●
　
〃
　
　
ダ
ブ
ル
ス

・
一
般
女
子
ダ
ブ
ル
ス

・
混
合
ダ
ブ
ル
ス

●
参
加
料
　
5
0
0
円
（
保
険
料
・
弁

当代）

●
申
込
締
切
　
1
0
月
2
0
日
（
木
）

●
申
し
込
み
お
よ
び
詳
細
に
つ
い
て
は

遠
賀
町
教
育
委
員
会
体
育
振
興
係
へ

（
コ
；
、
ユ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
）

詣

（

2

9

3

）

6

5

2

5

少
　
年
　
相
　
撲
　
大
　
会

●
日
　
時
　
1
0
月
2
3
日
（
日
）

9
時
5
0
分
～

●
楊
　
所
　
木
守
相
撲
場

（
木
守
公
民
館
横
）

チ
ビ
ッ
コ
カ
士
の
活
躍
を
ご
期
待
く

だ
さ
い
。

遠
賀
町
家
庭
婦
人
ス
ポ
ー
ツ
連
盟

遠
賀
町
内
マ
マ

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

「
美
と
健
康
・
親
善
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
、
今
年
も
元
気
い
っ
ぱ
い
頑
張
り
ま

す
。
み
な
さ
ん
の
ご
声
援
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

な
お
、
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
以
外
で
出
場

を
希
望
さ
れ
る
チ
ー
ム
は
、
十
月
十
五

日
ま
で
に
事
務
局
ま
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

●
日
　
時
　
1
0
月
2
3
日
（
日
）

8
時
0
0
分
～

●
場
　
所
　
総
合
運
動
公
園
ゲ
ラ
ウ
ン

●
競
技
方
法
　
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式

●
ほ
う
質
　
優
勝
チ
ー
ム
に
は
優
勝
陳

と
三
原
盃
を
授
与
、
他
に

二
位
・
三
位
・
ホ
ー
ム
ラ

ン
蛍
な
ど

●
申
し
込
み
お
よ
び
詳
細
に
つ
い
て
は

遠
賀
町
家
庭
婦
人
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
事

務
局
　
柴
田
へ
㊨
（
2
9
3
）
1
0
1
5

戦
　
没
者
　
慰
　
霊
　
祭

戦
没
者
慰
霊
祭
を
次
の
と
お
り
行
い

1
0
月
1
9
日
（
水
）

慰
霊
塔
前
広
場

（
遠
賀
中
学
校
横
）

遠
賀
町
に
転
入
後
ま
だ
遺
族
会
に
入

会
さ
れ
て
な
い
方
で
、
参
加
を
希
望
さ

れ
る
万
は
十
月
十
七
日
ま
で
に
、
役
場

福
祉
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
主
　
催
　
遠
賀
町
遺
族
会

危
険
物
取
扱
者
試
験

●
試
験
種
類
　
甲
種
、
乙
種
（
第
4
類

～
第
6
類
）
、
丙
種

●
日
　
時
　
1
2
月
n
日
（
日
）

●
場
　
所
　
北
九
州
大
学

●
願
書
の
受
付
場
所
と
期
間

・
遠
賀
郡
消
防
本
部

m
月
1
日
～
2
5
日

・
北
九
州
市
消
防
局

1
0
月
㌘
日
、
2
8
日

願
書
は
遠
賀
鄭
消
防
本
部
予
防
課
で

交
付
し
て
い
ま
す
。

④
受
験
準
備
講
習
会

●
日
　
時
　
n
月
蝕
日
（
火
）

●
場
　
所
　
遠
賀
郡
消
防
本
部
講
堂

●
受
付
期
間
　
1
0
月
1
日
～
n
月
2
8
日

●
申
し
込
み
お
よ
び
詳
細
に
つ
い
て
は

遠
賀
郡
消
防
本
部
予
防
課
予
防
係
へ

衝

（

2

9

3

）

1

2

3

1

北
九
州
職
業
訓
練

短
期
大
学
校

現
在
そ
し
て
将
来
の
、
急
速
な
技
術

革
新
に
対
応
で
き
る
創
造
性
に
富
ん
だ

高
度
な
技
術
者
の
餐
戌
を
目
的
と
し
て

設
立
さ
れ
た
、
国
立
の
二
年
制
工
科
系

短
大
で
す
。

笹

　

子

　

科

一

各

補
講
胴
掴
一

い
ず
れ
も
男
女
を
問
い
ま
せ
ん
。

●
資
　
格
　
高
校
卒
業
（
飾
年
3
月
見

込
み
を
含
む
）
ま
た
は
同

等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
人

●
試
　
験
　
昭
和
餌
年
2
月
1
6
日

・
本
校
会
場

小
倉
南
区
志
井
1
6
6
5
－
1

・
福
岡
会
場

博
多
区
築
港
本
町
2
－
1

●
願
書
受
付
　
昭
和
蝕
年
1
月
1
7
日

・
I
2
月
6
日

●
提
出
先
お
よ
び
詳
細
に
つ
い
て
は

北
九
州
職
業
訓
練
短
期
大
学
枝
　
学

生
課
へ
　
〒
鵬
北
九
州
市
小
倉
南
区
志

井

1

6

6

5

－

1

㊨

（

9

6

3

）

0

1

2

5

町
営
住
宅
入
居
者

●
場
　
所
　
虫
生
津
西
町

●
戸
　
数
　
1
戸

●
住
宅
内
容
　
1
棟
2
戸
越

2
K
（
浴
室
無
し
）

●
家
　
賃
　
月
額
3
、
2
0
0
円

●
敷
　
金
　
9
、
6
0
0
円

（
家
賃
の
3
カ
月
分
）

●
資
　
格
・
町
内
に
住
所
、
ま
た
は
勤

務
場
所
を
有
す
る
人

・
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同

居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が

あ
る
人

・
収
入
が
月
収
m
万
円
以
下

で
あ
る
人

・
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
な
人

●
申
込
締
切
　
1
0
月
独
白
（
期
限
厳
守

の
こ
と
）

●
そ
の
他
　
申
し
込
み
用
紙
・
案
内
書

は
役
場
総
務
課
管
財
係
窓

口
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

●
申
し
込
み
お
よ
び
詳
細
に
つ
い
て
は

役
場
総
務
課
管
財
係
ま
で

田

（

2

9

3

）

1

2

3

4



議団菅田砂駐電⑥
苺②堅固峨電

（8）

鶉
弾
指

日
本
型
食
生
活
が
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。
忘
れ
か

け
た
日
本
の
味
も
、
手
作
り
し
て
み
れ
ば
思
い
が
け

な
い
ほ
ど
お
い
し
い
も
の
。
家
族
や
隣
近
所
の
方
と

一
緒
に
、
楽
し
み
な
が
ら
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

さ
つ
ま
揚
げ
は
名
の
と
お
り
、
鹿
児
島
県
の
郷
土
料
理
で
す
が
、
鹿

児
島
で
は
つ
け
揚
げ
と
も
言
い
ま
す
。
関
西
で
は
こ
れ
を
天
ぷ
ら
と
呼

び
ま
す
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
昔
な
が
ら
の
庶
民
の
喋
。
家
で
作
っ
て
、

揚
げ
た
て
の
あ
っ
あ
つ
を
食
べ
る
と
、
た
い
へ
ん
お
い
し
い
も
の
で
す
。

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
い
わ
し
の
さ
つ
ま
揚
げ
と
、
ち
ょ
っ
と
上
品
な
味
の

白
身
魚
の
さ
つ
ま
揚
げ
の
二
種
類
を
つ
く
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

い
わ
し
の
さ
つ
ま
揚
げ

の
作
り
方

○
い
わ
し
は
手
開
き
に
し
て
、
皮
を
取

り
、
細
か
く
切
り
ま
す
（
図
①
）
。

e
す
り
鉢
に
入
れ
て
よ
く
す
り
、
塩
を

加
え
て
さ
ら
に
す
り
ま
す
。

い
わ
し
を
こ
の
よ
う
に
す
り
身
に
し

て
使
う
場
合
、
す
る
ほ
ど
に
歯
ご
た
え

が
よ
く
な
り
ま
す
（
図
③
）
。

○
す
り
お
ろ
し
た
い
わ
し
に
水
気
を
し

ぼ
っ
た
と
う
ふ
、
卵
、
調
味
料
を
加
え

て
、
よ
く
す
り
ま
す
。

○
○
を
一
部
厚
さ
の
小
判
形
に
形
づ
く

り
、
一
七
〇
度
C
く
ら
い
の
揚
げ
油
で

薄
く
色
づ
く
ま
で
揚
げ
ま
す
。

白
身
魚
の
さ
つ
ま
揚
げ

の
作
り
方

●
す
り
身
に
卵
白
、
し
ょ
う
が
汁
、

酒
、
か
た
く
り
粉
を
加
え
、
よ
く
混
ぜ

て
、
三
等
分
し
ま
す
。

○
い
か
は
、
五
ミ
リ
角
の
さ
い
の
目
に

」

切
り
ま
す
。

○
紅
し
ょ
う
が

は
、
せ
ん
切
り
に

し
ま
す
。

e
ご
ぼ
う
も
、
細

い
せ
ん
切
り
に
し

ます。
e
し
そ
の
粟
は
、

四
枚
を
せ
ん
切
り

に
し
ま
す
。

○
○
の
握
に
い
か

と

紅

し

ょ

う

が

を

、

も

う

一

つ

の

い
わ
し
の
さ
つ
ま
揚
げ

（四人分）

い
わ
し
…
…
‥
・
申
八
尾

塩

…

…

　

…

…

小

さ

じ

光

も
め
ん
ど
う
ふ
…
…
％
丁

卵
…
‥
　
　
　
　
二
伸

し
ょ
う
ゆ
・
み
そ
・
砂
糖

み
り
ん
…
…
各
大
さ
じ
一

揚
げ
油
…
…
　
…
・
・
・
適
量

白
身
魚
の
さ
つ
ま
揚
げ

（四人分）

白
身
魚
の
す
り
身
（
市
販

の
も
の
）
…
…
六
〇
〇
g

卵

白

‥

…

　

…

一

個

分

し
ょ
う
が
汁
…
小
さ
じ
二

拓
に
ご
ぼ
う
を
、

残
り
光
に
し
そ
の
薬
の
せ
ん
切
り
を
混

ぜ
、
そ
れ
ぞ
れ
四
等
分
し
て
平
た
く
ま

軸
　
醤
膏
大
さ
じ
五

…

一

〇

〇

g

m
　
謹
告
？
．
－
。
g

r
曹
轟

と
め
ま
す
。
し
そ
入
り
の
も

の
は
、
し
そ
の
薬
で
は
さ
み

ます。
e
揚
げ
油
を
低
温
（
一
五
〇

度
C
）
に
熟
し
、
ゆ
っ
く
り

と
色
よ
く
揚
げ
ま
す
。

指
導ベ

タ
ー
ホ
ー
ム
協
会

お
ん
が
短
歌
会
謙
茸

痛
む
手
が
癒
ゆ
れ
広
郷
の
革
も
抜
き

家
の
ま
わ
り
の
革
も
成
り
た
き

い
し
ふ
み
に
解
れ
て
我
が
手
に
葦
平
の

野
菊
の
心
つ
た
ら
り
て
来
る

見
え
も
せ
で
手
に
も
解
れ
え
ず
飛
び
交
え
る

米
ソ
の
電
波
は
何
を
た
く
ら
種

村
群
を
吹
き
め
く
る
風
の
涼
し
さ
に

掌
刈
る
手
を
止
め
し
ば
し
を
憩
う

節
く
れ
の
我
が
指
み
つ
つ
搾
乳
の

農
に
励
み
し
透
き
日
し
の
ぶ

河
中
　
埼
昌
　
運

福
　
田
　
カ
メ
ノ

苦
　
闘
　
録
　
明

恵
　
海
　
佐
　
子

広
　
田
　
マ
ツ
ヨ

大
　
場
∴
と
し
み

遠
賀
俳
友
句
会
抄

池
田
　
孝
則
∴
選

水
中
花
エ
ッ
ク
ス
線
に
胸
透
か
す

徳
　
永
　
小
代
子

花
合
歓
や
水
禍
逃
れ
し
分
校
舎

未
　
永
　
年
、
、
－
校

水
着
の
児
掘
る
を
抱
き
て
水
着
か
な

中
　
馬
　
千
代
女

碑
へ
の
道
案
内
十
露
の
登
り
口

玉
　
野
　
信
　
彦

狗
尾
革
の
吹
か
れ
吹
か
れ
て
濃
度
く

柴
　
田
　
と
も
子
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軍
ど
も
の
誤
飲
車
載

予
防
と
処
置

赤
ち
ゃ
ん
が
タ
バ
コ
を
飲
み
込
ん
で

し
ま
っ
た
／
体
温
計
の
水
銀
を
飲
ん
で

し
ま
っ
た
／
こ
の
よ
う
な
事
故
が
後
を

断
ち
ま
せ
ん
。

誤
飲
の
原
因
は
大
人
で
は
考
え
つ
か

な
い
よ
う
な
こ
と
ば
か
り
で
す
。
も
う

一
度
、
子
ど
も
と
同
じ
眼
の
高
さ
に
な

っ
て
、
周
囲
を
見
回
し
て
く
だ
さ
い
。

今
ま
で
見
え
な
か
っ
た
危
険
な
も
の
が

見
え
て
き
ま
す
。

も
し
、
誤
っ
て
危
険
な
物
を
飲
み
込

ん
だ
と
き
に
は
、
一
刻
も
早
く
病
院
に

運
ん
で
く
だ
さ
い
。

飲
む
と
危
険
な
も
の

心
配
な
い
も
の

●
体
温
計
の
水
銀

有
機
水
銀
は
た
い
へ
ん
危
険
で
す
が

体
温
計
に
使
わ
れ
て
い
る
の
は
金
属
水

銀
と
言
わ
れ
る
も
の
、
少
瞳
な
ら
吐
か

せ
る
だ
け
で
大
丈
夫
で
す
。
む
し
ろ
、

カ
ラ
ス
の
破
片
で
口
の
中
を
切
る
こ
と

の
万
が
、
か
え
っ
て
危
険
で
す
。

●
化
粧
品

口
紅
、
ク
リ
ー
ム
、
フ
ァ
ン
デ
ー
シ

ョ
ン
な
ど
は
一
応
人
体
に
は
無
害
に
作

ら
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
香
水
、
化

粧
水
、
整
髪
料
な
ど
に
は
化
学
薬
品
が

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
飲
む
と
危
険
で
す
。

●
防
虫
剤

パ
ラ
ゾ
ー
ル
系
と
榛
示
し
て
あ
る
碁

石
状
の
も
の
や
、
ナ
フ
タ
リ
ン
、
し
よ

う
の
う
な
ど
は
、
あ
め
玉
と
ま
ち
か
え

て
口
に
入
れ
や
す
い
も
の
で
す
。
誤
っ

て
飲
む
と
危
険
で
す
。

危
険
な
も
の
は
、
小
さ
な
子
ど
も
の

目
に
止
ま
ら
な
い
場
所
、
手
の
届
か
な

い
場
所
に
収
納
す
る
こ
と
を
心
が
け
て

く
だ
さ
い
。火

災
・
救
急
件
数
（
8
月
申
）
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田
中
産
婦
人
科
医
院
長
　
田
　
中
　
壮
　
介

前
回
に
続
い
て
、
帯
下
と
か
ゆ
み
を

起
こ
す
病
原
菌
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま

し
ょ
ト
ラ
。

今
回
は
カ
ン
チ
タ
菌
に
つ
い
て
で

す
。
カ
ン
ヂ
タ
と
は
お
か
し
な
名
前
で

す
が
、
実
は
カ
ど
の
一
種
な
の
で
す
。

カ
ビ
は
、
純
学
問
的
に
は
「
葉
緑
素
を

持
た
な
い
原
始
植
物
」
と
定
義
づ
け
が

さ
れ
て
い
ま
す
。
通
常
は
菌
糸
で
結
ば

れ
、
継
ぎ
目
か
ら
は
芽
胞
が
飛
び
出
し

て
い
ま
す
。

人
体
で
発
見
さ

れ
る
の
は
、
大
体

が
芽
胞
が
多
く
抵

抗
力
が
強
い
も
の

で
、
な
か
な
か
死

に
ま
せ
ん
。
直
腸

欝に多く、婦人では膣、外陰部にも

常
住
し
て
い
ま
す
。
何
か
の
原
因
で
母

体
の
防
衛
力
が
減
退
し
た
り
、
手
術
や

他
の
病
気
で
抗
生
物
質
を
た
く
さ
ん
使

用
し
た
と
き
、
伝
染
病
、
妊
娠
、
糖
尿

病
、
ビ
タ
ミ
ン
の
欠
乏
、
特
に
ビ
タ
ミ

ン
既
が
欠
乏
し
た
と
き
な
ど
に
好
発
し

ま
す
。
も
と
も
と
カ
ン
ヂ
タ
菌
は
、
糖

分
を
好
餌
と
し
て
繁
殖
す
る
憧
質
が
あ

り
ま
す
。
桔
尿
病
、
肥
辟
症
、
妊
娠
中

の
女
蛙
は
、
膣
壁
に
グ
リ
コ
ー
ゲ
ン
が

増
加
し
こ
れ
が
分
解
し
て
庭
内
の
棺
分

が
多
く
な
る
た
め
、
カ
ン
ヂ
夕
闇
が
発

生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
カ
ン
ヂ
タ
菌

の
発
見
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
サ
ブ

ロ
ー
氏
馬
糞
基
（
菌
の
好
き
な
養
分
を

た
く
さ
ん
与
え
、
機
嫌
を
と
っ
て
菌
を

増
宿
さ
せ
る
し
か
け
）
で
は
、
ブ
ド
ー

膳
と
タ
ン
パ
ク
質
を
四
対
一
の
割
合
で

入
れ
る
ほ
ど
糖
分
が
好
き
で
す
。

さ
て
、
患
者
を
一
番
苦
し
め
る
の
は

薄
み
で
す
。
ひ
ど
い
と
さ
は
夜
も
眠
れ

ぬ
く
ら
い
で
す
。
外
陰
部
に
は
発
赤
、

腫
脹
、
水
泡
、
膿
泡
が
現
れ
ま
す
。
こ

れ
は
、
細
胞
と
細
胞
の
閲
に
菌
が
入
り

込
み
毒
素
を
出
す
た
め
で
す
。
一
方
で

は
粘
調
の
帯
下
が
あ
り
ま
す
。
ヨ
ー
グ

ル
ト
様
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

も
し
拝
み
を
感
じ
た
ら
、
す
ぐ
に
婦

人
科
専
門
医
で
相
談
や
検
査
を
受
け
ろ

こ
と
が
大
切
で
す
。
前
に
述
べ
ま
し
た

サ
ブ
ロ
ー
氏
増
襲
基
に
帯
下
を
一
滴
入

れ
る
と
、
た
と
え
一
匹
の
カ
ン
チ
タ
菌

で
も
検
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
陽

性
に
出
た
と
き
に
は
、
抗
力
ン
ヂ
タ
剤

の
内
服
、
座
薬
、
外
用
薬
を
併
用
す
る

と
二
週
間
ほ
ど
で
治
り
ま
す
。
カ
ン
チ

タ
の
婦
人
は
、
次
回
に
お
話
し
す
る
ト

リ
コ
モ
ナ
ス
と
合
併
す
る
こ
と
が
多
い

の
で
、
同
時
に
ト
リ
コ
モ
ナ
ス
の
治
癒

を
行
う
と
治
癒
も
早
く
再
発
を
防
ぎ
ま

す。

●
対
∴
象
　
検
診
の
対
象
者
で
、
7
月

1
9
日
～
9
月
5
0
日
ま
で
の

地
区
巡
回
で
受
け
て
い
な

い
人

●
期
　
日
　
1
0
月
1
5
日
（
土
）

●
時
　
間
　
9
時
～
Ⅱ
時

1
3
時
～
1
5
時

●
場
　
所
　
遠
賀
町
公
民
館
別
館

●
持
参
品
　
総
合
検
診
受
診
票

検
診
の
結
果
通
知
の
発
送
は
、
受
診

さ
れ
て
か
ら
l
か
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す

が
、
2
か
月
過
ぎ
て
も
通
知
が
な
い
と

き
に
は
、
役
場
保
健
衛
生
係
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
（
3
9
歳
未

満
）
の
み
受
診
さ
れ
た
方
の
結
果
は
、

直
接
撮
影
の
必
要
の
あ
る
方
の
み
通
知

し
ま
す
。

間

受
付
　
1
3
時
1
0
分
～
1
4
時

検
診
　
1
3
時
5
0
分

中
央
公
民
館

昭
和
6
3
年
1
月
～
6
月
生

ま
れ
の
乳
児

診
察
、
身
体
測
定
、
保
健

指
導

母
子
手
帳

無
料

●
接
種
方
法

●
持
参
晶

●
料
　
金

●
そ
の
他

●
目
　
時

1
0
月
独
自
（
月
）

1
3
時
0
0
分
～
1
5
時
5
0
分

役
場
保
健
室

新
生
児
の
扱
い
方
、
沐
浴

指
導

母
子
手
帳
受
領
の
方
は
、

印
鑑

無
料

n
月
2
日
・
1
5
日
・
鎗
日

の
3
日
間

受
付
　
9
時
～
9
時
4
0
分

検
診
　
川
時
～

中
央
公
民
館

一
つ
の
検
診
に
つ
き
5
0
0
円

（
当
日
徴
収
）

子
宮
ガ
ン
　
各
日
期
人

乳
ガ
ン
　
　
各
日
5
0
人

1
0
月
1
7
日
（
月
）
か
ら

受
け
付
け
、
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り

1
週
間
か
ら
4
週
間
の

間
隔
を
お
い
て
2
回
摂
理

印
鑑

l
回
に
つ
き
7
8
0
円

接
種
日
の
朝
、
体
温
を
測

っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

中
学
生
以
下
、
生
活
保

護
ま
た
は
町
県
民
税
が
均

等
割
額
以
下
の
世
常
の
人

は
、
役
場
保
健
衛
生
係
窓

口
で
無
料
用
の
問
診
票
を

お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

前
記
以
外
の
人
は
、
各
病

院
、
医
院
に
問
診
票
を
用

意
し
て
い
ま
す
。

●
申
し
込
み
先
　
役
場
保
健
衛
生
係
窓

口
、
霹
話
に
よ
る
申
し
込

み
も
可

●
期
　
日
　
的
月
銃
口
（
水
）

1
0
月
1
5
日
～
1
2
月
1
5
日

町
内
の
各
病
院
及
び
医
院

診
療
時
間
内

3
歳
以
上
の
希
望
者


